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北海道上川町の概要
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面積1049.47Ｋ㎡

全国26位/1741位(2018年)

観光客185万人/年

道内15位/179位(2018年)
宿泊客延べ数65万人/年

道内12位/179位(2018年)

人口3,754人
全国1536位/1741位(2018年)

人口密度3.58人/Ｋ㎡

全国1722位/1741位(2018年)
※全国1位東京都豊島区23,072.94人/Ｋ㎡

MAX:300万人

MAX:15,000人

MAX:100万人
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背景／目的
過去には15,000人以上が暮らしていた町、上
川町。都市部への流出が続き、現在の人口は
ピークの4分の1程度。その上川町への移住・
定住や、町に新たなつながりをもつ関係人口
の創出を目的とした。

マーケティング視点のポイント
上川町で暮らす人はもちろん、ビジネスをし
に来る人、イベントに訪れる人など、地域を
超えて多様なひと・もの・ことのコラボに
よって関係性を構築。一方で散漫に見えがち
な施策も「KAMIKAWORK」の傘のもと統一
し、数ある地方創生の中でも際立つコミュニ
ケーションを展開。

アクション
仕事を通じた関係をつくるべく「北海道上川町
から新しい働き方を発信」をテーマτʺイベン
ト、オンラインイベント、インターンシップ
など様々な手法の施策を展開。

上川町への転入数

62名増

(平成31年)
上川町での新規開業数

13社

それに伴う雇用者数

50名以上増

フリーペーパー「KAMIKAWORK」が
2020年度グッドデザイン賞および第
60回全北海道広告協会賞受賞。

事例１：カミカワークプロジェクト

ピッチ型のインターンシップツアー

観光企画を考える講義や上川町の観光体
験、新事業展開を考案するビジネス型など

結果

特産品の商品開発

キヌバリコーヒー、上川大雪酒造の酒粕ク
ッキーなどを入れたBOX。また地元の肉を
使ったBBQセットなど販売。

廃校になった小学校をリノベーション。

チームラボキッズによる子ども向けデ
ジタル プログラム「あそぶ！天才プロ
グラミング」を導入した他、プレイス
ペース・カフェスペースなどがある。

チームラボキッズとの協業によって廃校をリノベーション！

実施内容
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事例２：通年型山岳リゾートプロジェクト

_1

2019   

54
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事例３：企業連携

TV

DISCOVER

多くの都市型企業と連携を発表。地域の自然等の資源を企業の各種リソースと掛け合わせることで、
町内課題の解決はもちろん、全国の社会課題解決へアプローチするロールモデル作りに取り組んでいます。

TSI

NewsPicks

木材を使った商品の企画・販
売や体験コンテンツの開発、
林業従事者のチェーンソーに
よるケガを低減する機能服、
学校制服の共同開発など森林
資源の活用を目指す。

インフィニティ中等部を２０
２２年４月に北海道上川町と
奄美大島で開校。自然豊かな
町全体をキャンパスとし、生
徒も地域の一員として多くの
人と関わりながら成長を目指
します。

AndMore…

他にも多くの
企業との連携を
進めています。



「企業版ふるさと納税」とは

《企業様にとってのメリット》

社会貢献
企業としてのPR効果
（SDGsの達成など）

地方公共団体との新たな

パートナーシップの構築

人材派遣
を通じた交流

地域資源などを活かした

新事業展開

ǒ国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して
企業が寄付を行うと、法人関係税から税額控除される仕組みです。

ǒ1000万円のご寄付で最大約900万円の法人関係税が軽減。

ǒ寄付企業の人材の派遣を通じた寄付なども可能。

Ƹ

上川町では、ご寄付をいただいた企業様とのWin-Winの関係を重視し、

単なる寄付・減税に留まることなく、

貴社のブランディング活動への寄与、相互のノウハウの交流促進、「地方×企業」の持続的成長の新たな形態づくり

を目指して〈ともに創る姿勢〉で取り組んでまいります。
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※「企業版ふるさと納税」に関する情報は内閣府地方創生推進事務局サイトより引用



「企業版ふるさと納税」について
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※「企業版ふるさと納税」に関する情報は内閣府地方創生推進事務局サイトより引用

企業から本社所在地以外の自治体へ寄付をすることで、法人税減税に繋がり、
さらに地域が実施する事業へ連携した取り組みが実施できる！

寄付額の

最大約９割
が軽減！



「企業版ふるさと納税」の事例 〜令和2年度の受賞プロジェクト（地方創生応援税制に係る大臣表彰）〜
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※「企業版ふるさと納税」に関する情報は内閣府地方創生推進事務局サイトより引用



寄付先の地域と企業が協業している事例
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※「企業版ふるさと納税」に関する情報は内閣府地方創生推進事務局サイトより引用

直接的な利益供与はNG、ただ寄付した事業がまわり回って自社の事業領域に
メリットをもたらす地域への寄付が多くなっている。

観光会社がツアー実施地域へ寄付
↓

自治体が観光コンテンツの造成事業を実施
↓

寄付企業はコンテンツを活用したツアーを実施

製薬メーカーが材料の生産地へ寄付
↓

自治体が材料である植物の生産効率を上げる事業を実施
↓

寄付企業は材料の調達量が増加



ここは霊峰・大雪山に抱かれたマチ。

数々の景勝地、名湯・層雲峡温泉、豊かな森林資源、自然の恵み・滋味溢れる食文化もあります。

それだけなく

ǒ北海道ガーデンショーの会場になった ●ミクニのレストランがある

ǒ実験的な酒蔵がある ǒチームラボの施設がある ǒアウトドアブランドのアンテナショップがある

ǒ女子大生起業家のホテルがある ǒ首都圏の有名大学の学生がインターンシップで集う

ǒグッドデザイン賞を受賞・・・

全国からの話題・関心を集める、人口約4,000人のローカルなマチ

「上川町」のこれからに、ご期待ください。

企業版ふるさと納税の枠組みを活かして、貴社と上川町の新しい関係を創造します。

ここは、ローカルなのに、いわゆる田舎の魅力だけでなく

世の中の最先端なヒト・モノ・コトがあつまるマチ。

これからも、もっとたくさんの人・企業とつながり合うことで

ローカルを超えた新たなマチづくりを実現させていきます。

そのためのご支援をお願いします。
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上川町「企業版ふるさと納税」の基本フレーム

社会貢献
（企業としてのPR効果）

地方公共団体との新たな

パートナーシップ
人材派遣
による交流

地域資源などを活かした

新事業展開

森林資源の活用 ドローン
アドベンチャー
トラベル

アウトドア
文化

新たな学びの場
づくり

ウェディングワーケーション
地元食材
フード開発

利親雪 ガーデン活用国立公園
ツーリズム

新規事業

上川町は、地元のコンテンツを活用し、世の中の様々な動きを捉えながら
ローカルの規模・立場・常識を超えた取り組みを目指しています。

上川町が重視していきたいジャンル（一例）
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寄付する企業のメリット（一例）



上川町がイメージするプロジェクトの素案（一例）

森林環境の活用

新たな学びの場
づくり

アドベンチャー
トラベル

アウトドア
文化

利親雪

ǒ世界に誇る天然林のKAMIKAWA BASEプロジェクト
（木こり達と一緒に作る持続可能な巨大ツリーハウス建築など）

ǒ生体認証技術を活用したアクティビティサポートの充実
（ユーザーのID認証によるリスクマネジメント／顔PASSによる地元サービス提供）

ǒ高機能ウェアの実証実験・共同開発プロジェクト
ǒ間伐材を活用したアウトドアプロダクツ開発プロジェクト

ǒ大雪山の雪中冷蔵環境を活用した実証実験（食コンテンツ創造）
ǒ雪中での利用可能な次世代型MaaS実証実験

ǒ温泉街、商店街、遊休施設、観光拠点、山岳、アイヌ文化など
町内の資源を活用した体験教育コンテンツの開発

ǒ地元高校の存続をかけた全国KAMIKAWA留学プロジェクト
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ワーケーション ǒリモートワーク（企業）と旅人（滞在者）をつなぐ
「稼げるワーケーション」プログラム開発



インターン
シップ

ドローン

ガーデン

ウェディング

地元食材
フード開発

ǒ全国の学生起業家の聖地へ。
滞在型インターンシップ＆町内スタートアップ支援プロジェクト

ǒドローン利活用先進地域を目指す取り組み
ǒ渓谷・山など広大なロケーションを生かした各種ドローン大会開催、
エンタメコンテンツの創造

ǒ世界フワラーガーデンショー等、世界基準のガーデニング
フェスティバルの誘致

ǒ通年型ロケーションウェディングのコンテンツ共同開発

ǒ上川で「まだ見ぬ作物」をゼロから育て、新しい食文化をつくる
チャレンジプロジェクト
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上川町がイメージするプロジェクトの素案（一例）

企業のリソースや経営戦略に合わせて、町のリソースを提供しながら、
双方にメリットのあるプロジェクトを都度オーダーメイドで作ります。

▼
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寄付を募集している事業

出生数の減少に伴い、町内にある２つの私立幼稚園が令和７年３月で閉園し、町立のこども園へ移行します。

●幼稚園と保育所が積み上げてきた成果や想いを認定こども園へ「つなぐ」（継承・継続）
●町内の子ども同士、家族同士、先生同士を「つなぐ」（統合）
●認定こども園、子育て支援センター、小学校、学童保育が持つ機能を「つなぐ」（共同・連携）
●学校、地域、世代間を「つなぐ」（結ぶ）

上川町認定こども園整備事業

「幼保連携型認定こども園」を新設。令和７年４月の開設を目指します。

S31 S29 S29

ᶸ
ᶸ

2021基本設計時の参考図

■今後の予定■
R4 実施設計
R5.6 建設工事
R7 開設

᷂Ϸ
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【本件に関する問い合わせ先】

北海道上川町

産業経済課移住定住グループ/小知井・松原
上川町東京事務所/三谷

TEL:01658(7)7667

MAIL:teiju@town.hokkaido-kamikawa.lg.jp

企画総務課企画グループ/池端・佐々木
TEL:01658(2)4063

MAIL:kikaku@kamikawacho.jp

https://www.town.hokkaido-kamikawa.lg.jp/life/

tel:01658(7)7667
tel:01658(2)4063
https://www.town.hokkaido-kamikawa.lg.jp/life/

